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第５学年 家庭科指導案

日 時 平成１７年６月１５日(水)４校時、５校時

場 所 花巻市立宮野目小学校 ５年１組、２組

指導者 総合教育センタ－ 工藤恭介

１ 題材名

見つめよう！家庭生活

２ 題材について

家庭科学習の入り口となる題材である 「どんな学習をするのだろう 「何を作るの。 。」

だろう」と、児童は期待に胸をふくらませている。こうした思いに応える学習でありた

。 、 「 」 。い ここではまず 一日の生活を 家族とのかかわり という視点からふり返ってみる

児童は、さまざまな場面で家族と支え合ってくらしている。ほとんど家族任せの生活を

している子がいる一方、家庭の生活をまかされ、頼りにされている子もいる。児童の生

活経験を掘り起こしながら、友達との交流を通して自分の家庭生活の課題に気づかせ、

自分も家庭生活の担い手であるという自覚を高めたい。

また、ここではガスこんろを使って湯を沸かしたり、包丁で果物を切るなど、家庭の

仕事や団らんに関わるかんたんな作業を体験させている。このことを通して家庭科の内

容や方法をつかみ、よりよい家庭生活を目指して自分なりに工夫し、ねばり強く取り組

む実践力も育てていきたい。

３ 題材のねらい

○自分の一日の生活をふり返ってさまざまな課題に気づき、家族に協力しようとする。

(関心・意欲・態度)

○自分の生活時間についてふり返り、できる仕事を分担したり、家族とのふれ合いの時

間を増やす工夫を考えることができる。(創意工夫)

○家族の一員として責任を持って仕事を分担し、実行できるとともに、家族とのふれ合

いや団らんを持つことができる。(技能)

○家庭には自分や家族の生活を支える仕事があることが分かり、家族の一員としてそれ

を分担することの大切さを理解する。(知識・理解)

４ 題材の指導計画(総計１９時間)

第一次 家庭の仕事を見つめよう－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－２時間

第二次 できる仕事をふやそう－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１５時間

○家族とお茶を飲もう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間

○身の回りを便利に美しくしよう・・・・・・・・・・・・・・・・・３時間

○さいほう用具を使おう・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・９時間

第三次 くふうして仕事を続けよう－－－－－－－－－－－－－－－－－－－２時間

５ 教育用コンテンツの活用構想

本題材の学習を進めるにあたり、さいほう用具の活動場面で 「小学校における教育、

用コンテンツ」(開発教材)を活用する。その教育用コンテンツの内容は 「玉結び 「玉、 」

どめ」等の動画であり、これまで教師の演示で見えにくかった部分を拡大画面で表示す

ることで、動きのイメ－ジ化を図れるとともに技能習得の面で有効と考える。
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また、本時の展開で、必要なときに児童が直接画面を操作できるよう児童用コンピュ

－タを２台設置するとともに、教師用として持ち運びが可能なタブレットＰＣを使用す

ることで、個々への支援も可能になると考える。

《小学校における教育用コンテンツ集の画面と操作の流れ》

【トップペ－ジ】

【家庭科のペ－ジ】
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【 やってみよう」のペ－ジ】「

【玉結びの動画(左手)】 【玉結びの動画(右手)】

６ 小単元「できる仕事をふやそう」のねらいと学習計画

(１)ねらい

○作りたいものを考え、工夫して作ることができる。

○手縫いによる簡単な縫い方ができる。

○裁縫用具の名前や安全な使い方を理解している。

(２)学習計画(９時間)

○家庭で針や糸を使う場面や自分が塗ったことのある物を発表する。－－－１時間

○学校で使う裁縫用具の種類と使い方を調べ、注意することや作業時の

約束を考え発表する。－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１時間

○針に糸を通す練習をする。－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１時間
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○玉結び、玉どめの練習をする。－－－－－－－－－－－－－－－－(本時)１時間

○ボタンのつけ方を調べ、ボタンつけを練習する。－－－－－－－－－－－１時間

○小物を手に取り、作り方を調べる。－－－－－－－－－－－－－－－－－１時間

○縫い取り、さし縫い、なみ縫いの仕方を知る。－－－－－－－－－－－－１時間

○学習したことを生かして簡単な小物を製作し、制作カ－ドに記録する。－１時間

○作品発表会をする。－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－１時間

７ 本時の指導

(１)目標

○針と糸の使い方が分かり、玉結び、玉どめができるようにする。

○ワッペンを作ることができる。

(２)展開

学習活動の流れ 指導上の留意点 備考段階

導 １本時のねらいをつかむ。 ・裁縫の準備をさせる。 ・動画コンテ

入 玉結び、玉どめをしてみよう ・事前アンケ－トを書かせる。 ンツ

５ ２動画「玉結び 「玉どめ」を ・ 玉結び 「玉どめ」の動画を活」 「 」

分 見る。 用し、イメ－ジ化を図らせる。

展 ３玉結び 玉どめの練習をする ・左手の児童には左手用コンテンツ ・動画コンテ、 。

開 の動画を見せ、練習させる。 ンツ(左手)

４ぬいとり、なみぬいの練習を ・動画を見せ、練習させる。

する。

５ワッペン作りをする。 ・チャコペンシルや鉛筆で下書きを ・動画コンテ

させる。 ンツ

・形やぬいとりなどを工夫させ、オ

リジナルワッペンを製作させる。35
分

終 ６製作したワッペンを紹介する ・うまくできたところや苦労したと。

末 ころなどを発表させる。

７事後アンケ－トを書く。 ・本時の感想等を書かせる。

５

分 ・後始末をさせる。

(３)評価

○針と糸の使い方が分かり、玉結び、玉どめができたか 【知識・技能】。

○ワッペンを作ることができたか 【創意・技能】。



- 5 -

2005.6.15小学校における教育用コンテンツを活用した授業に関する研究【児童用】

学習アンケ－ト
５年 組 名前

事前アンケ－ト ※授業の前に書いてください。

１ 家庭科の学習は、楽しいですか。一つに○をつけてください。

ア，とても楽しい

イ，楽しい

ウ，あまり楽しくない

エ，楽しくない

、 。 。２ コンピュ－タで動く手本は 学習に役立つと思いますか 一つに○をつけてください

ア，とても役に立つと思う

イ，役に立つと思う

ウ，あまり役に立たないと思う

エ，役に立たたないと思う

事後アンケ－ト ※授業の後に書いてください。

１ きょうの家庭科の学習は、楽しかったですか。一つに○をつけてください。

ア，とても楽しかった

イ，楽しかった

ウ，あまり楽しくなかった

エ，楽しくなかった

☆それは、どうしてですか。

２ コンピュ－タの動く手本は、学習に役立ちましたか。一つに○をつけてください。

ア，とても役に立った

イ，役に立った

ウ，あまり役に立たなかった

エ，役に立たなかった

☆それは、どうしてですか。

３ コンピュ－タを使って学習した、きょうの授業の感想を書いてください。
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2005.6.15小学校における教育用コンテンツを活用した授業に関する研究【教師用】

授業実践アンケ－ト

担任または分掌 お名前

１ 本時で使用したコンピュ－タの動く手本は、学習に役立ったと思われますか。

ア，とても役に立ったと思う

イ，役に立ったと思う

ウ，あまり役に立たなかったと思う

エ，役に立たなかったと思う

２ 教育用コンテンツの役立つと思われた点や改善する必要がある点などのご意見をご提

案ください。

３ コンピュ－タを使って学習した、本時の授業の感想をお書きください。

ありがとうございました。


